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　『
続
日
本
紀
』
に
は
、
星
食
な
ど
の
天
文
異
変
記
事
が
五
一
例
（
日
食
記
事
を
除
く
）
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
斉
藤
国
治
氏
に
よ
っ
て
天
文
計
算
に
よ
る
検
 証
 が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
数
多
く
の
論
考
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
（
１
）
　
斉
藤
氏
の
検
証
に
よ
れ
ば
、『
続
日
本
紀
』
の
天
文
異
変
記
事
は
、
数
日
の
範
囲
で
の
日
付
の
誤
記
や
、
合
と
犯
の
間
違
い
こ
そ
あ
れ
、
お
お
む
ね
実
際
の
天
象
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
天
文
博
士
と
天
文
生
の
実
際
の
観
測
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
暦
博
士
が
計
算
上
導
き
出
し
た
日
食
記
事
と
は
違
い
、
全
般
的
に
正
確
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
記
事
の
中
に
は
、
全
く
天
象
に
合
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
閏
正
月
戊
子
（
三
日
）
条
（
以
下
本
条
）
の
「
夜
、
月
犯
二
填
星
一
。」
で
あ
る
。
　
本
条
は
、
填
星
（
土
星
）
が
月
に
隠
さ
れ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
土
星
食
の
記
事
で
あ
る
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
本
条
に
つ
い
て
の
斉
藤
氏
の
検
証
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
 る
 。「
二
〇
時
に
月
は
黄
経
が
九
（
２
）
度
、
土
星
は
二
九
〇
度
に
あ
っ
て
、
両
者
ま
っ
た
く
不
合
。
こ
の
時
、
月
に
一
番
近
か
っ
た
金
星
で
も
黄
経
は
一
七
度
で
あ
っ
た
。
誤
記
か
、錯
簡
か
、不
詳
。」
つ
ま
り
、
こ
の
日
、
月
は
う
お
座
に
土
星
は
や
ぎ
座
に
あ
り
、
互
い
の
距
離
は
離
れ
て
い
て
、
交
わ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
日
、
月
に
一
番
近
い
惑
星
の
金
星
も
、
到
底
隠
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
位
置
に
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
も
っ
て
、
本
条
は
不
審
記
事
と
さ
れ
て
き
た
。
　
本
条
に
限
ら
ず
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
こ
の
斉
藤
氏
の
検
証
結
果
を
正
し
い
も
の
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
、
歴
史
研
究
者
が
追
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
年
は
一
般
向
け
の
天
文
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
も
発
売
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
な
検
証
は
可
能
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
今
回
は
、A
stro
A
rts
 
    
  社
の
天
文
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
『
ス
テ
ラ
ナ
ビ
ゲ
ー
タV
er.7
 
   
』
を
使
用
し
、
本
条
の
天
文
不
審
記
事
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
察
す
る
。
一
般
向
け
の
ソ
フ
ト
を
検
証
に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
天
体
の
運
動
は
規
則
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
正
確
性
は
保
証
さ
れ
る
と
考
え
る
。
　
以
後
、
検
証
結
果
を
も
と
に
考
察
を
行
う
が
、
ま
ず
、
前
提
条
件
を
述
べ
て
お
く
。
検
証
に
は
太
陽
暦
で
の
日
付
が
必
要
だ
が
、
本
条
は
、
西
暦
七
二
五
年
二
月
二
〇
日
に
あ
た
 る
 。
検
証
地
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
観
測
地
を
正
確
に
（
３
）
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
便
宜
上
平
城
京
の
存
在
し
た
現
在
の
奈
良
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『
続
日
本
紀
』
神
亀
二
年
閏
正
月
戊
子
条
の
天
文
不
審
記
事
に
つ
い
て
出
　
雲
　
貞
　
行
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
続
日
本
紀
・
天
文
記
事
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
，
第
八
号
，
一
一
八－
一
二
〇
頁
，
二
〇
〇
七
年
県
奈
良
市
中
心
部
に
設
定
し
た
。
数
値
は
北
緯
三
四
度
四
〇
分
、
東
経
一
三
五
度
四
八
分
で
あ
る
。
　
続
い
て
、
検
証
の
結
果
を
述
べ
る
。
月
と
土
星
の
位
置
だ
が
、
斉
藤
氏
の
計
算
通
り
、
月
は
う
お
座
に
、
土
星
は
や
ぎ
座
に
あ
り
、
本
条
の
日
に
土
星
食
は
起
こ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
斉
藤
氏
の
計
算
に
対
し
、
不
審
な
点
も
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
の
土
星
は
東
出
が
四
時
一
九
分
、
西
没
が
一
四
時
一
六
分
で
、
斉
藤
氏
の
設
定
し
た
二
〇
時
に
は
、
既
に
沈
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
月
は
東
出
が
七
時
三
三
分
、
西
没
が
二
〇
時
三
四
分
だ
が
、
日
の
出
が
六
時
三
四
分
で
あ
る
た
め
、
月
が
出
現
す
る
頃
に
は
既
に
空
は
明
る
い
。
加
え
て
月
齢
が
二
・
六
と
極
め
て
細
い
た
め
、日
中
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
よ
っ
て
、
本
条
の
日
に
は
、
そ
も
そ
も
月
と
土
星
が
同
時
に
肉
眼
で
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
月
が
見
え
て
く
る
夕
方
以
降
、
月
に
他
惑
星
や
明
る
い
星
が
隠
さ
れ
た
り
、
接
近
し
た
り
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。
や
は
り
、
本
条
は
不
審
記
事
だ
と
言
え
よ
う
。
　
さ
て
、
細
井
浩
志
氏
は
、
本
条
が
同
月
壬
寅
（
一
七
日
）
条
「
請
二
僧
六
百
人
於
宮
中
一
、
読
二
誦
大
般
若
経
一
。
為
レ
除
二
災
異
一
也
。」
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
条
は
壬
寅
条
の
分
注
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
象
に
合
致
す
る
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
八
月
丁
卯
（
四
日
）
条
「
太
白
経
レ
天
」
に
つ
い
て
も
、
直
前
の
同
月
丙
戌
 （二
三
日
）
条
「
天
皇
御
二
東
宮
一
。
縁
二
皇
太
子
病
一
、
遣
レ
使
奉
二
幣
帛
於
諸
陵
一
。」
の
分
注
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
 る
 。
細
井
氏
は
、
こ
（
４
）
れ
ら
は
天
文
密
奏
等
の
信
用
で
き
る
一
次
史
料
以
外
の
史
料
に
基
づ
き
、
分
注
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
記
事
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
正
確
な
情
報
で
あ
っ
た
と
推
論
し
て
い
る
。
確
か
に
、
不
自
然
な
日
付
の
並
び
や
、
直
前
の
記
事
の
内
容
を
考
え
る
と
、
分
注
だ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
分
注
を
入
れ
た
者
が
参
照
し
た
史
料
の
存
在
は
実
証
で
き
な
い
し
、
本
条
に
つ
い
て
は
間
違
い
の
情
報
で
、
後
者
は
た
ま
た
ま
正
確
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
推
論
に
よ
る
部
分
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
こ
で
、
今
回
は
分
注
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
通
常
の
記
事
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
　
①
他
の
惑
星
、
も
し
く
は
明
る
い
星
を
土
星
と
見
間
違
え
た
。
　
　
②
土
星
食
の
日
付
誤
記
、
も
し
く
は
誤
挿
入
。
　
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
日
は
該
当
す
る
星
は
な
い
。
ま
た
、
本
条
周
辺
の
日
に
も
、
他
惑
星
の
星
食
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
①
の
可
能
性
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
　
②
に
つ
い
て
だ
が
、「
犯
」
の
定
義
と
さ
れ
る
、
〇
・
七
度
以
内
に
月
と
土
星
が
接
近
す
る
事
例
は
、
七
二
五
年
で
は
次
の
四
例
が
あ
る
。
　
　

四
月
一
一
日
（
神
亀
二
年
二
月
戊
寅
〈
二
四
日
〉）　
　
犯
　
　

七
月
二
八
日
（
神
亀
二
年
六
月
丙
寅
〈
一
五
日
〉）　
　
犯
　
　

一
〇
月
一
八
日
（
神
亀
二
年
九
月
戊
子
〈
八
日
〉）　
　
土
星
食
　
　

一
二
月
一
二
日
（
神
亀
二
年
一
一
月
癸
未
〈
四
日
〉）　
犯
　

以
前
は
、七
一
八
年
一
一
月
二
五
日（
養
老
二
年
一
〇
月
己
丑〈
二
九
日
〉）、

以
降
は
、
七
三
一
年
六
月
四
日
（
天
平
三
年
四
月
癸
卯
〈
二
五
日
〉）
ま
で
観
測
で
き
な
い
た
め
、
誤
挿
入
の
可
能
性
は
こ
の
四
例
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
中
で
も
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は

で
あ
る
。

の
日
に
は
、
一
八
時
三
〇
分
頃
か
ら
二
〇
時
頃
ま
で
、
土
星
食
が
発
生
す
る
。
月
、
土
星
と
も
に
南
中
直
後
で
高
度
も
高
く
、
潜
入
か
ら
出
現
ま
で
の
全
行
程
が
観
測
で
き
る
。
こ
れ
だ
け
好
条
件
の
土
星
食
と
な
る
と
、
平
城
京
で
も
観
測
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、

の
日
の
土
星
食
の
記
事
は
『
続
日
本
紀
』
に
は
み
え
な
い
。
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ま
た
、

の
日
の
干
支
は
「
戊
子
」
で
、
本
条
と
一
致
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
一
の
干
支
は
、
六
〇
日
に
一
度
し
か
巡
っ
て
こ
な
い
。
土
星
食
の
頻
度
、
日
の
干
支
の
一
致
、

の
日
付
の
記
事
が
『
続
日
本
紀
』
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
条
は
、
本
来
は
同
年
九
月
の
戊
子
条
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
さ
て
、
天
文
異
変
記
事
は
、
養
老
雑
令
８
秘
書
玄
象
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
凡
秘
書
、
玄
象
器
物
、
天
文
図
書
、
不
レ
得
二
輙
出
一
。
観
生
、
不
レ
得
レ
読
二
占
書
一
。
其
仰
観
所
レ
見
、
不
レ
得
二
漏
泄
一
。
若
有
二
徴
祥
災
異
一
、
陰
陽
寮
奏
、
訖
者
、
季
別
封
送
二
中
務
省
一
、
入
二
国
史
一
。［
所
レ
送
者
、
不
レ
得
レ
載
二
占
言
一
。］
つ
ま
り
、
天
文
博
士
と
陰
陽
頭
が
奏
し
た
天
文
密
奏
は
、
季
別
に
封
し
て
中
務
省
に
送
ら
れ
、
そ
の
後
、
密
奏
の
占
言
部
分
を
除
い
た
形
で
、
国
史
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 「
季
別
」
は
季
節
ご
と
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
則
に
基
づ
く
と
、
九
月
の
天
文
異
変
が
同
年
の
閏
正
月
に
挿
入
さ
れ
る
の
は
、
不
自
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
神
亀
年
間
は
、
の
ち
の
長
屋
王
の
変
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
政
治
的
緊
張
が
高
ま
っ
た
時
期
で
、
そ
れ
に
と
も
な
い
天
文
異
変
記
事
が
多
い
。
そ
の
た
め
、た
と
え
季
節
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、『
続
日
本
紀
』編
纂
段
階
で
天
文
密
奏
を
参
照
し
た
際
に
、
何
ら
か
の
混
乱
が
生
じ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
検
証
の
結
果
か
ら
、
本
条
は
、
同
年
九
月
戊
子
（
八
日
）
に
観
測
さ
れ
た
土
星
食
の
記
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
誤
っ
て
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
　
な
お
、
筆
者
は
天
文
学
や
、『
続
日
本
紀
』
の
編
纂
段
階
、
そ
し
て
当
時
の
記
録
保
存
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
く
、
触
れ
る
べ
く
し
て
逸
し
た
先
学
の
論
考
も
多
く
あ
ろ
う
。
本
稿
は
あ
く
ま
で
検
証
結
果
に
も
と
づ
く
仮
説
で
あ
り
、
こ
の
結
論
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
１
）『
国
史
国
文
に
現
れ
る
星
の
記
録
の
検
証
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
の
斉
藤
氏
の
著
作
に
、
計
算
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
２
） 
斉
藤
氏
注
（
１
）
著
作
、
二
五
頁
（
３
） 本
稿
に
お
け
る
暦
日
の
変
換
に
は
、
内
田
正
男
『
日
本
暦
日
原
典
（
第
三
版
）』
（
雄
山
閣
 一
九
七
八
年
）
を
参
照
し
た
。
（
４
）
細
井
浩
志
「『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
自
然
記
事
」（『
史
淵
』
一
三
四
、
一
九
九
七
年
）
四
一
頁
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